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5.神経細胞腫の1例
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症例::J18歳.女性.1969年,25歳時に矩行障害と頭
蓋内圧先進症状にて発症.気脳梶野及び脳血管撮影にて
水頭症を伴う長径6cm 太の側脳室内藤癌と診断され
た.前角穿刺によ･l日韓ド-､わた髄液細胞診にて稀突起搭塵
概机(･･rlブ1トト--∵上診断された.高度L');)--,r托1乳頭かi-)
進行した両眼什失FlJr,:T:きたしたたれ ＼I･1)シャント術･
放射線治療し5OG1.1を:,受けた.失明以外LJう症状は左く
外来通院していた.19(q5隼LT)CTでは瞳喝は縮小し再
発左か一一､たが.1992年L･-'IMlili,こて再発を認入ト亘二∴石
前頭軽開頭･経脳梁経由にて長径 6cm ハ腫噂を全摘
.'HL,経過良好にて退院した.術中所見では.肺癌は押

図 1 陸幕は.側脳室(.Ildorsolatel･alsiteで強 く
癒着している.
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性軟･中程度出血性.境界明瞭で.脳梁及び側脳軍壁(77

-t･:tlJ卜様構造を認める.BrdU による LIは0.100十L

下である.免疫組織化学的に netll･ofilこmlentは陰干生 syn計

ptophsin,tubuli【トβは fibrillL,u-1rLTu･eaiこ陽性 GF/･u'

は戯 管周囲性の反応ダリアが染色されるが,-部腰癌細

胞iこも陽性を示すものがある.電顕 l∴ clear～,esicles.

dL-nS(.ヾOrL,d＼･でSicles. 111icrotubul(ナSL/T)他iこ.abol･tiヽ･rp

なシナプス様構造を認める.凍例は巨洗顔髄 室腫癌とし

て発症し放射線治療しりんで16年1､..L仁寛解を示した臨床上

興味.iu:'L例で書トも.腫暗細胞を組織培養すると GFAP

及び11C･urOfilこ廿llenトユX)Ⅰくdが陽性を示す.tin,1i:.growth

Cones.microtubul()S,neurostleIでt(汀y＼丁(ナSiclesL71他

に.進展した'-kL起内に glialfilamLllltSも観察される.

こn細胞は神経系分化を示すと同時に ･部'/'り~,-'系-LJl

分化も保持すると考え1､-れる.

図 2 EM 上 dense-e(1red ,ヽesiclesと osmiophilic
demsityの商い部分を認める.


